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［目的］放射線治療 を行 っ た子宮頚癌HI期 症例 の

再発 ，予後 をretrospective に検 討 し，そ の 臨床像 を

明 らか に する こ とを 目的 と した．

［方法］ 1979年か ら1990年 の 12年 間に 当科で初 回

治療 に 放射線単独療法 を行 っ た子宮頚癌 m 期 163例

を対象 とし，そ の 組織型，分化度，水腎症の有無，

再発部位，予後 に つ い て検討 した．

［成績］II1期症例 の 内訳は ma 期 8 例，　 IIIb期 155例

で 平均年齢64歳 で あ っ た ．組織 型別で は扁平上 皮

癌144例，腺扁平上皮癌8例 ，腺癌6例，未分化癌5

例で あ っ た．皿 期全体 の 5生率は49．9％で，臨床 期

別で はHIa期52．5％，皿 b期48％で あ っ た （P＝O．37）．

治療前 に 水腎症 を呈 した 症例は 58例 ， 水 腎症 の 認

め られ ない 症例は 105例 で ，水腎症の 有無に よる

5生率は水腎症 を呈 したもの が 38．9％ ， 水腎症を 認

めな い もの は54．1％ で あ っ た （P；0．06）．再発 症

例は6〔M列で ，放射線治療開始か ら再発 ま で の期 間

は 611±486日 ， 再発か ら死亡まで の median 　survival

time は 170．5 口で あ っ た ．組織型別 で は 扁平 上 皮癌

144例 中49例 （34％ ），腺 扁平上皮 癌 8例 中 5例

（625 ％），腺癌6例 中5例 （83．3％），未分化癌

5例 中1例 （20％）に再発 を見た ．再発部位は局所

骨盤 内22例 （37％） ，胸腹水5例 （8，3％ ），肺13

例 （22％ ），骨3例 （596），肝4例 （6．7％ ） ， 旁

大動脈節か ら頚部リ ンパ 節 8例 （13．3％〉であ っ た ．

［結論］放射線治療 を行 っ た 子宮頚 癌m 期症例 で

は，腺扁平上皮癌，腺癌の 再発率が高い ．再発部

位別で は局所骨盤以外の 遠隔転移 が63％ を占めた．

ま た再発 か ら死亡 ま で の median 　survival 　 time は

170．5 日 で あ っ た．
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［目的］子宮頚癌 に お い て リ ン パ 節転移例や、皿 、

IV期の 進行例 は依然 と し て 予後不良 と言え る 。

我々 は こ の よ うな 子 宮頚癌進 行例 に対 して従来 の

治療法 に 加 え 、 術前 、 術後 の 化学療法と術中放射

線照射を含め た集学的治療を行 っ て きた 。 今回は

進行子宮頚癌 皿 、 IV期 と 、 1、 H 期 で もリ ン パ 節

転移を認め た症例に つ い て 手術及 び化学療法 の 効

果 と予後 を検討 した
。 ［方法］術前化学療法 の 適応

は 1、H 期 で も第 2次 リ ン パ 節ま で 転移の 疑わ れ る

もの
、 及 び皿 、 IVa期症例。 術後化学療法は 、 第 2

次 リ ン パ 節転移の 認 め られ た もの
、
3個以上 の 転移

を認 め た もの 、及 び皿 、 IVa期症例で 行 っ た 。 そ の

regimen は IFO ，　 THP ，　CDDP （IAP 療法） の 3者

併用を術前 に 1〜2 クー
ル 行い、術後 に 1〜3 クール

を行 っ て きた 。 対象は 1985年よ り上記の基準に し

た が っ て治療を行 っ た皿 、 IV期と リン パ 節転移を

認めた孑宮頚部扁平上皮癌症例で 治療後4年以上 を

経過 した 28症例で ある 。 そ れ らの 臨床進行期 は I

b期 1例、Ha 期 1例、　 ll　b期 8例 、 Ma 期 1例 、 皿

b期 12例 、 IVa期 4 例で あ る 。 匚成績］進行期別 の

5年生存率は 、H 期 70 ％、皿 期 57，1％ 、
　IV期 25％

で あ っ た
。 リ ン パ 節転移個数別に み る と 、 2個以下

の リ ン パ 節転移で は 80 ％ 、3個以上で は 61．1％ で

あ っ た 。 特 に 皿 b期 12例に お い て 、術前化学療法

で 広汎性子宮全摘が可能 とな っ た症例は 7例あ り 、

不可で あ っ たもの は 5例で あ っ た。そ の 5年生存率

は前者で 71．4％ 、 後者で 20 ％ で あ っ た 。 ［結論］子

宮頚癌 の リ ン パ 節転移例や、進行例 に 対し て 手 術、

化学療法 （IAP 療法）を含む集学的治療を行 うこ と

で 長期予後 の 改善が み られ た 。 特に 皿 b期に お い て

は 術前化学療法に よ り手術可能 で 原発巣を切 除 し

えた もの は予後良好で あ っ た 。
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